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高松コンストラクショングループの一員で、法面保護、地盤改良などの事業を展開する東興ジオテック株式会社

（所在地：東京都中央区、代表取締役社長：吉井睦雄、以下、東興ジオテック）とエアロセンス株式会社

（所在地：東京都北区、代表取締役社長：佐部浩太郎、以下、エアロセンス）はこのたび、法面吹付用の

大型有線給電ドローンと吹付工法を共同開発したことをお知らせいたします。 

 

エアロセンスが有する有線ドローンの技術を生かして開発を行った、法面吹付用の大型ドローンによる植生基材吹

付工法（工法名：グリーンインパルス）は、大型ドローンでありながら、有線給電により長時間の施工が可能

で、これまで作業員が行っていた法面での吹付作業をドローンが担うことにより、法面施工の安全性の向上と労働

力不足の解消を図ります。また、ドローンで法面への吹付をおこなう際、クレーンやバックホウ（ショベルカー）などの

重機を利用することなく、かつ高所でも施工が可能となるため、法面から山腹崩壊地をはじめとする災害復旧工

事まで施工範囲が大幅に広がります。なお、ドローンによる種子や肥料などを混合した人工土壌を吹き付ける植

生基材吹付工法はこれまでに例がなく、国内初の技術（※1）となります。 

東興ジオテックとエアロセンス、国内初となる 

法面吹付用の大型有線給電ドローンと吹付工法を共同開発 

 ‐ 法面作業の安全性向上と労働力不足の解消に布石 ‐ 

 

 ‐ 浅間山で降灰厚情報取得検証と砂防点検飛行を実施し、噴火による災害対策に貢献 ‐ 



作業員による法面吹付施工 

従来の法面への吹付施工は、作業員がロープにぶら下

がりノズルを持って施工する人力施工が主流で、重労

働かつ高所作業で危険をともなうことに加え、作業員の

平均年齢が高く後継者不足も喫緊の課題となっていま

す。法面事業で国内 3 位のシェアを有する東興ジオテッ

ク（※2）では、グリーンインパルスを運用することでこれ

らの課題解決と、作業の大幅な効率化と省人化および

安全性を向上させて、施工現場のオートメーション化を

図ります。 

 

 

今後は山腹崩壊地をはじめとする、これまで機械施工が困難だった現場の完全無人施工を実現させるために、

吹付厚さのリアルタイム計測技術の充実と機体の改良による完全自動航行（施工）技術を検討してまいりま

す。また、将来的にはこのドローン技術をモルタルの吹付施工などに活用していくことも視野に入れています。 

 

【グリーンインパルスの展開について】 

東興ジオテックは、従来の植生基材吹付工法では施工が困難だった法面垂直高 80ｍ以上の現場を吹付可能

にしたハイグリーンショット工法（長距離高揚程植生基材吹付工法）と、通常の植生基材吹付工法で必要な

吹付前に法面全面に金網を張り付ける工程を省略できるノンラスグリーン工法をベースに、ドローン施工を組み合

わせる新しい吹付工法を「グリーンインパルス」と名付け、山腹崩壊地をはじめとする長距離高揚程圧送が必要な

現場の新たな技術として活用を目指します。 

 

【グリーンインパルスの構成について】 

ドローンによる施工システムは、材料供給ホースと給電ケーブルをドローンに接続し、ドローン操作システムを用いて

吹付をおこなう仕組みです。ドローン機体は 6 つのプロペラを有し、ペイロードは約 40kg、ホースを装填した状態

で最高約 30m 上空まで飛行できます。地上の電源装置とドローンは車載可能なため、山間の場所でも現場運

用でき、地上からの吹付厚さのリアルタイム計測技術を備えているため、吹付厚さの計測作業を地上からおこなう

ことも可能です。 

 

 



従来の植生基材吹付工法の施工中のイメージ（左）、グリーンインパルスの施工中のイメージ（右） 

法面への植生基材吹付前（左）、在来種子を用いた植生基材吹付後（施工4年半後） 

さらに、東興ジオテックでは、現在開発中の全自動施工プラントを組み合わせることにより、将来的には通常 5 名

程度必要となる作業員の数（監督者を除く）を 2 名に削減し、従来の約 6 割の省力化を見込んでいます。 

 

 

 

【植生基材吹付工法について】 

植生基材吹付工法（または厚層基材吹付工法）は、法面緑化工法のひとつで、植物が発芽・生育するための

生育基盤をエアーの力で圧送して法面に吹き付ける緑化工法です。植生基材吹付工法は、東興ジオテックが

1974 年に開発して以降、50 年以上作業員がロープにぶら下がりながらノズルを持って生育基盤を吹き付ける

施工が行われてきました。 

 

昨今では法面施工においても機械化や ICT 技術の活用による生産性の向上が図られるようになりつつあります

が、吹付作業については重機を使った機械化にとどまり、近年頻発している豪雨災害や地震災害で生じた山腹

崩壊地など、重機が搬入できない現場では人力施工を余儀なくされています。 

また、生物多様性国家戦略 2023‐2030 において、法面緑化工事における外来種等の使用回避・拡散防止

の具体的施策も示されています。 

 

 



東興ジオテックは、法面分野の専門業者として多数の緑化工法を保有し、主にインフラ整備や災害復旧における

さまざまな要求に応えてまいりました。1996 年から運用している独自の在来種子貯蔵出荷施設（RS センタ

ー）を保有する強みを活かし、これまでの法面緑化に加えて地域生態系に配慮する必要がある地域等において

在来種による自然回復緑化をグリーンインパルスで展開し、ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現に貢献して

まいります。 

 

エアロセンスは、国産ドローンメーカーとして多数のドローン製品ラインアップを揃え、多くの企業や自治体で導入・

活用されており、国土交通省や文部科学省等、各省庁からも高い機体性能や信頼性が認められています。自

社開発体制を持つ強みを生かし、機体性能の向上をはかり社会に普及させることで、ドローンの社会実装を拡大

させてまいります。 

 

（※1）東興ジオテック調べ 

（※2）2024 年 9 月時点、日経クロステック調べ 

 

 

東興ジオテック株式会社について 

1956 年設立。芝の種子を吹付機で吹付け、広範囲の法面を急速に緑化する「種子吹付工法」を我が国で初

めて京都大学と共同で開発し、法面の緑化工事分野に進出。環境アセスメントの思想をいち早く取り入れ、自

然と社会との調和をはかりながら法面事業、地中事業、ロック事業、リニューアル事業、プラント事業などの特殊専

門技術を活かした事業を推進してまいりました。今後も自然環境との調和をはかりながら豊かな生活環境を創造

し、社会に貢献し信頼される企業であり続けてまいります。 

東興ジオテックホームページ：https://www.toko‐geo.co.jp/ 

 

エアロセンス株式会社について 

2015 年設立。「ドローン技術で変革をもたらし、社会に貢献する」をミッションに、高い技術力から生み出されるユ

ニークなハードウェアとソフトウェアのソリューションを測量・点検・監視・物流などの分野で展開。ハードウェアの設計

からクラウド・データ解析まで自社内の開発体制をフルに生かし、現場の方々がボタン一つで簡単に仕事を進める

ことができる “One push solution” を提供しています。受託開発や現場で実証実験などを行い、各企業に新

たな価値（働き方）を創ります。 

エアロセンスホームページ：https://aerosense.co.jp/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

東興ジオテック株式会社 技術本部 

TEL：03‐3456‐8761 Email:info@toko-geo.co.jp 

 

エアロセンス株式会社 広報 後藤 

TEL: 03‐3868‐2551 Email: admin_pr@aerosense.co.jp 

https://www.toko-geo.co.jp/
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